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A r t  S u p p o r t  T o h o k u - T o k y o

主催： 福島県｜森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会
実行委員会事務局： 特定非営利活動法人ふくしまアートネットワーク
共催： 東京都｜アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
協賛：日本たばこ産業株式会社
助成：公益財団法人福武財団  公益財団法人朝日新聞文化財団  公益財団法人野村財団
協力： 文化芸術による復興推進コンソーシアム

このプロジェクトは、森林環境税を活用しています。森林をみんなで守り育てよう。

A C T I V I T Y  R E P O R T　活動報告
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ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京

東
京
に
お
け
る
芸
術
文

化
創
造
の
さ
ら
な
る
促

進
や
東
京
の
魅
力
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
公
益
財
団
法
人

東
京
都
歴
史
文
化
財
団

の
中
に
発
足
。
助
成
事

業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
政
策
に
関
わ

る
。

※
５

Art Support Tohoku-
Tokyo

東
京
都
が
芸
術
文
化
を

活
用
し
た
被
災
地
支
援

事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
ア
ー
ト
事
業
。
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

現
地
の
団
体
と
協
働
し

て
数
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
。
福
島
県
で
は

「
福
島
藝
術
計
画 

× 
Art Support Tohoku 
-Tokyo

」
と
し
て
福

島
県
、
東
京
都
、
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
の

共
催
と
い
う
か
た
ち
を

と
っ
て
お
り
、「
森
の

は
こ
舟
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
も
こ
の
一

環
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。

伊藤 達矢  
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『岡本太郎の博物館』福島県立博物館 2008 年  

川延 安直







 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2007

2009

2008

2011年

2010~2012

福島県立博物館が「開かれた
博物館」を目標に掲げる
第３土曜イベントの開催
詩人が歩く、昔と歩く＠県博
和合亮一、等

福島県立博物館収蔵資料×現
代アートを試行した展覧会の
開催
企画展『老い―老いをめぐる
美とカタチ』
記念公演『古典芸能に見る老
いの姿―博物館能　会津能楽
会・やなぎみわ joint 公演』

福島県立博物館がこれまでの
調査研究成果を活用し、地域
の文化資源をテーマに館内外
でネットワークを築きながら
活動開始

1 月～3月
都市部（会津若松市・喜多方市）のアー
トプロジェクトである『会津・漆の
芸術祭』（事務局：福島県立博物館）
と対となる、中山間地（三島町・昭
和村・南会津町・柳津町等）を開催
地とする『奥会津アートガーデン』（事
務局：福島県文化スポーツ局文化振
興課）立ち上げ準備

➡奥会津アートガーデン事業中止
➡会津・漆の芸術祭事業凍結

単に地域の文化的活性化を目的と
した事業の開催ではなく、体力の
ある会津、体力のある県立の文化
施設＝福島県立博物館が福島や東
北へのエールの受け皿となること
を目指す

福島県立博物館「開か
れた博物館」を発展
けんぱくミュージアム
イベントの開催

様々な表現ジャンルのアー
ティスト×福島県立博物館常
設展の歴史資料
企画展『岡本太郎の博物館～
はじめる視点～』
監修：吉田重信氏、渡邊晃一氏、
伊藤達矢氏、伊藤将和氏

NPO法人まちづくり喜多方が
『会津・漆の芸術祭』の喜多方
インフォメーションセンターを
担う
自主的に地域で滞在制作を行う
アーティストが現れる

『会津・漆の芸術祭
2010』（事務局：福島
県立博物館×福島県文
化スポーツ局文化振興
課）

『アクアマリン・潮風
アート茶会』（主催：
福島県立博物館／環
境水族館アクアマリ
ンふくしま）

博物館の文化ストックをアー
ティストが編み直す行為の継
承発展

福島藝術計画×
ASTT2015
（事務局：NPO法人
Wunder ground）

5 月～
NPO法人ふくしま
アートネットワーク
誕生
（『森のはこ舟アート
プロジェクト』の事
務局となる）
『森のはこ舟アートプ
ロジェクト』に参加
するメンバーが中心
となり結成。文化芸
術活動を通して、地
域に住む人々や団体
を結びつけ、地域振
興、地域の活性化を
進めることを目的と
して発足

『いわきコミュニ
ティプロジェクト』
/『学校連携ワーク
ショップ』/情報
発信事業 /『森の
はこ舟アートプロ
ジェクト』、等

『森のはこ舟アートプ
ロジェクト 2015』（事
務局：NPO法人ふく
しまアートネット
ワーク）
喜多方エリア、西会
津エリア、三島エリ
アに加えて、猪苗代
エリア、北塩原エリ
アが拡充

9 月
南相馬市でフォーラ
ムを開催

東日本大震災
東京電力福島第一原子力発電所事故

4 月～
日比野克彦氏（アーティスト／
東京藝術大学教授）、『ハート
マークビューイング』（以下
HMV）展開。福島県西会津町、
喜多方市の避難所などで開催

会津・漆の芸術祭のコンセプトを
再設計
会津・漆の芸術祭ホームページで
「東北へのエール」の募集開始
東北へのエールとなる作品、プロ
ジェクトプランを順次公表

日比野克彦氏、伊藤達矢氏、福島
県立博物館訪問
HMV福島立ち上げ（2次避難所
だった東山温泉の旅館、会津の中
学校、仮設住宅、被災地の交流ス
ペースなどで開催）

10 月～11 月
『会津・漆の芸術祭 2011
～東北へのエール～』
漆に関わらなくとも「東北へ
のエール」となっている作品
も選考、展示

6 月
日比野氏のHMVがきっかけと
なり、東京文化発信プロジェク
ト室（2015 年よりアーツカウ
ンシル東京）森司氏、佐藤李青
氏、福島県立博物館訪問
Art Spport Tohoku-Tokyo 福島
（以下 :ASTT 福島）立ち上げ
事務局：NPO法人 NPO西会津
ローカルフレンズ
構成団体：NPO法人まちづくり
喜多方、NPO法人奥会津 .com、
福島県立博物館、等

奥会津アートガーデン開催準備
の素地を ASTT 福島のプログラ
ム『週末アートスクール』へ活
用
福島県立博物館が協働すること
でワークショップの背景に地域
の文化・歴史要素を盛り込み、
福島が喪失した地域への誇りの
再構築を図る
その他、ASTT 福島 2011 のプロ
グラムとして『南相馬アートの
あそびばプロジェクト』、等

5 月
『会津・漆の芸術祭 2011～東北へのエー
ル～』開催決定

7 月
飯舘村の支援団体『いいた
てまでいの会』設立
避難所等でのワークショ
プ、アーティストによる聞
き書きなど実施
いいたてまでいの会、ASTT
福島の事務局機能の一部を
担う

1 月～
ASTT と福島県文化ス
ポーツ局の文化事業の協
働模索

4 月
福島藝術計画×ASTT 誕
生（事務局：NPO法人
NPO西会津ローカルフ
レンズ）
福島県が ASTT の共催と
なる

7 月～
福島県立博物館主体の文
化による福島の復興支援
事業を主目的とした事業
立ち上げ
『はま・なか・あいづ文
化連携プロジェクト
2012』～（事務局：福島
県立博物館）

『会津・漆の芸術祭』は
福島の文化の豊かさ、人
と自然との関係性につい
てのメッセージを発する
コンセプトに特化

10 月～11 月
『会津・漆の芸術祭 2012
～地の記憶 未来へ～』（事
務局：福島県立博物館）
福島県立博物館主催の『会
津・漆の芸術祭』終了

福島藝術計画×ASTT に
被災地での事業展開の
ミッション

より広く福島の森林文化
や、震災後の福島だから
こそのメッセージを発す
るアートプロジェクトと
して福島県主催文化事業
の開催を模索

4 月～
福島藝術計画×
ASTT2013（事務局：NPO
法人Wunder ground）
『週末アートスクール』
『学校連携ワークショッ
プ』、等

2014 年
4月～
福島藝術計画×
ASTT2014（事務局：
NPO法人Wunder 
ground）
『いわきコミュニティプ
ロジェクト』
『学校連携ワークショッ
プ』
福島県のアートプロ
ジェクト発信事業
『森のはこ舟アートプロ
ジェクト』、等

『森のはこ舟アートプロ
ジェクト 2014』（事務
局：NPO法人まちづく
り喜多方、福島県文化
振興課）は、個別に実
行委員会を形成
喜多方エリア、西会津
エリア、三島エリアで
展開

2014 年
１月～
福島藝術計画×ASTT
『週末アートスクール』
等で構築した基盤を活
用し、NPO法人まちづ
くり喜多方、NPO法人
NPO西会津ローカルフ
レンズ、西会津町振興
公社、NPO法人わくわ
く奥会津 .com、福島県
文化振興課、福島県立
博物館等により
福島芸術計画×ASTT の
一環として福島の森林
文化をコンセプトの基
盤とした『森のはこ舟
アートプロジェクト』
立ち上げ検討

2013 年１月
いわき市のNPO法人Wunder 
ground と『週末アートスクー
ルいわき』を協働

福島県森林計画課より福
島県立博物館に対し、森
林文化を広めるソフト事
業としての『会津・漆の
芸術祭』の継続開催打診

2010 ～ 2012（事務局：
福島県立博物館）
→『喜多方・夢・アートプ
ロジェクト 2013』～（事
務局：喜多方市）
→『会津・漆の芸術祭』
2013 ～（事務局：会津若
松市）

~2009 2010 2011 2011 2012 2013 2014 2015

森のはこ舟誕生

3月11日
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アーティスト

漆窪集落
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地域の
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カイジュウランド
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楚々木の森
・限界集落
・自然と共生

場
づ
く
り

他アート
プロジェクト

アーティスト

アーティスト 学　生

アーティスト

他地域の人
WGスタッフ関柴町

小学校
自然に関心のある人

行　政

支援

連携市街地

街の人

リサーチ,提 案

・森の文化
・伝統,芸 能



３００名

５０名
喜多方・夢・アートプロジェクト運営委員会

参 加 者 数

関係者延数

展示期間 会場

実施団体

2015 . 8 . 2 ～ 8 . 8 金忠 絵本の蔵・手前の蔵

神奈川県生まれ。アーティスト。
多摩美術大学油画専攻卒業。場所の持つ特性や土地の記憶をもとに、様々な表現方法を用い作品を展開。これまで参加し
た主なアートプロジェクトに、2009年、越後妻有アートトリエンナーレ「やまもじプロジェクト」2013年、福島県／喜多方・夢・
アートプロジェクト「seou」、2014年、千葉県／中房総国際芸術祭市原アート×ミックス「おかしな教室」など。国内外での作
品発表多数。





西会津国際芸術村

西会津中学校
西会津町
教育委員会

地元住民

協働

協力

協力
協力

アーティスト

村山修二郎







福島民友、福島民報、ラジオ福島、テレビ局２社、
ラジオ局 1社

３００名

逢坂 卓郎

ギャラリー・オフグリッド運営委員会

参 加 者 数 メディア掲載情報

開催日

主催

協力

アーティスト

逢坂 卓郎×筑波大学村上史明研究室、森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会

2015 . 12 . 11 ～ 2016 . 1 . 29



１５０人
舘そらみ 演劇プロジェクト　2015 . 10 . 7 ～ 9     　田上豊 演劇プロジェクト　2015 . 10.28 ～ 30

劇作家／演出家／田上パル主宰。熊本県生まれ。桜美林大学文学部総合文化学科卒業。在学中に劇団「田上パル」を結成。
方言を多用し、疾風怒濤の勢いと、遊び心満載の舞台は「体育会系演劇」とも評される。劇団外でも、高校生、大学生とのクリ
エーション、市民劇団や公共ホール事業への書き下ろしなど、プロアマ問わず、様々な形で活動を展開。大学在学中にワー
クショップデザインに触れ、その後、創作型から体験型、育成講座まで幅広くワークショップを全国各地で行う。現在、富士見
市民文化会館キラリふじみアソシエイトアーティスト、財団法人地域創造登録アーティスト、劇団青年団演出部所属。田上
パル劇団サイトhttp://www.tanouepal.com

神奈川県生まれ、トルコとコスタリカで育つ。劇作家／演出家／俳優／ガレキの太鼓主宰。慶應義塾大学法学部卒。「この瞬
間に生きているということ」をテーマに活動を行い、その作風は朝日新聞に“徹底して無責任で刹那的”と評される。マンショ
ン等の住居で行う公演や観客参加型演劇といった、多様な演劇的アプローチを行っている。また近年では映像分野にも進
出し、映画の脚本も手掛ける。コミュニケーション教育に主眼をおいたワークショップを全国各地で行っている。劇団青年団
演出部所属。ガレキの太鼓劇団サイトhttp://garekinotaiko.com/

参 加 者 数
プロジェクトスケジュール



幻のレストランプロジェクトチーム

西会津若者まちづくり
プロジェクト

西方街道の歴史発掘

新郷土食の開発

アーティスト :EAT&ART TARO
西会津W G
三島WG

三島町の若者

西方集落の住民

黒沢集落の住民

出ヶ原集落の
住民

西会津町

三島町

料理研究家
木村正晃

昭和村
会津若松市の
若者

参画

協力,参 加

協力,参 加

協力,参 加

協力,参 加

協力

成果

成果

参画

参画

参画

西

方街道沿線集落
２０１５.

２０１６.

６. １７
６. １８
７. ４
７. １９
８. ２２
８. ２３
１０. ２４
１１. ２０
１１. ２１
１２. ５
１. ３０

小柴七治氏ヒアリングリサーチ
野沢ウォーキングリサーチ
ピザパーティー　at ロータスイン 三島×西会津メンバー顔合わせ（西会津）　
①コンセプトシェア&顔合わせ&交流会　（at グリーン奥川：西会津）
越後妻有トリエンナーレ視察研修
EAT&Taro さんに会おう！旅行
②ウォーキングリサーチ&BBQ 交流会　（at 森の校舎カタクリ：三島）
えご作りリサーチ　（at 西会津奥川）
木村正晃さん郷土料理　＋　郷土料理アレンジWS　（at  西会津芸術村：西会津）
ひしお漬けリサーチ　（at 西方 &芸術村）
幻のレストランイベント当日　（at  西会津芸術村：西会津）

１４名
６名

２５名
２０名
２０名

１８名
８名

２０名
１５名
５０名

プロジェクトスケジュールと延べ人数

KFB 福島放送（ふくしまスーパー Jチャンネル）、福島民友

メディア掲載情報





森のはこ舟 アートプロジェクト2015

森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会事務局
福島県会津若松市栄町2-4　
NTT会津支店別棟ビル2階　ナクシア内　TAKLAM宛
090-5357-3381（遠藤）　　
info@morinohakobune.jp

主催： 福島県｜森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会
実行委員会構成団体： 喜多方市｜西会津町｜三島町｜北塩原村｜猪苗代町｜NPO法人まちづくり喜多方｜NPOわくわく奥会津.com｜
一般社団法人IORI倶楽部｜NPOローカルフレンズ｜（株）西会津町振興公社｜福島県立博物館｜福島県立美術館｜はじまりの美術館
実行委員会事務局： NPO法人ふくしまアートネットワーク
共催： 東京都｜アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
協賛： 日本たばこ産業株式会社
助成： 公益財団法人 福武財団｜公益財団法人 朝日新聞文化財団｜公益財団法人 野村財団
協力： 文化芸術による復興推進コンソーシアム

喜多方：喜多方市観光物産協会 　http://www.kitakata-kanko.jp/
西会津：にしあいづ観光交流協会　http://www.town-nishiaizu-kankou.com/
三島：三島町観光協会　http://www.mishima-kankou.net/
猪苗代：猪苗代観光協会　http://www.bandaisan.or.jp/
北塩原：裏磐梯観光協会　http://www.urabandai-inf.com/

各エリアへのアクセスについては下記へお問い合わせください。

各エリアのアーティストやプログラムの活動状況、及びワークショップ開催などの
お知らせは随時公式サイト、Facebookにて発信しております。ぜひご覧ください。
そして、一緒に「森のはこ舟アートプロジェクト」を盛り上げていきましょう！

このプロジェクトは、森林環境税を活用しています。森林をみんなで守り育てよう。

森のはこ舟 in 南相馬
「森・里・海をつなぐもの（仮題）」
会津から阿武隈山地を経て連なる福島の森の終着地・南相馬。
東日本大震災の記憶も残るこの地で、
未来に向けて残すべき森林文化について語り合います。

「楚々木の森」体験ワークショップ　
7月28日（火）
喜多方の市街地からほんの少し離れた山あいにある桃源郷のよう
な棚田風景が見られる楚々木（そそぎ） 集落。森の恵のあふれる場
所で自然とアートをテーマにしたワークショップを実施します。
問い合わせ：TEL:0241-23-5188 （担当：五十嵐）

画廊 星醫院 展示　
８月２日（日）～８日（土）
喜多方で展開されている多数のアートプロジェクトやアーティスト
と近隣地域の高校生とをつなげることで、喜多方ならではの化学
変化が起きることを期待する展示企画。
問い合わせ：TEL:0241-23-5188 （担当：五十嵐）

「Agemos」　
2015年秋予定
飯豊山を舞台にした滝沢達史の作品「seou」、「katugu」に続く、
最終作品となる映像作品の制作と公開。
作品公開：２０１５年秋（予定）

「蒲生館プロジェクト（仮）」　
日程未定
西会津の森林と木材について学び、その活用方法について建築
の修復ワークショップを通じて考えるプロジェクト。ワークショッ
プ会場となる「蒲生館」は、宿場町の面影を残す元旅籠。「蒲
生館前」というバス停をキーワードに、街の再生拠点となる新
たな場づくりを並行して試みます。

「出ヶ原和紙再生プロジェクト（仮）」
ワークショップ　１１月～（予定）
展示　２０１６年（予定）
かつて会津藩の公文書に使用されていた西会津・出ヶ原和紙。
アーティストの滝澤徹也とともに過去の文献などを調査し、ワー
クショップを通じて再生を試みます。成果の一部は作品として西
会津国際芸術村で展示予定。また、この和紙を使った事業育成
にも取組みます。

喜多方西会津 「伝統野菜」

喜多方市 「漆」

三島町 「狩猟」

WEB

問い合わせ

西会津

森のはこ舟セミナー パートナーシッププログラム
テーマにあわせてお招きするゲストと
セミナー長・赤坂憲雄との対話から、
森と生きる知恵、森とともにある暮らしを学びます。

過去の参加アーティストが会津を舞台に継続して制作中の作品や、
地域の人々に継承されたプログラム。今季のアーティストが
自身のプロジェクトを離れて展開する活動も含みます。

8月7日（金） 14:00～17:00
西会津中学校 多目的ホール
ゲスト：渡辺智史（映画監督） 、江頭宏昌

（山形大学准教授・在来野菜研
究者）、佐々木長生（元福島県立
博物館学芸員、会津農書研究者）

※映画『よみがえりのレシピ』（95分）の
上映あり。

9月26日（土）  14:00～16:00　上三宮遊樹館
ゲスト：秋葉良栄（漆職人）、佐藤達夫（漆芸家）
　 　 　NPO法人はるなか漆部会員

10月17日（土）  14:00～16:00　つるのIORI
ゲスト：田附勝（写真家） 、菅家藤一（猟師）

福島県立博物館館長・民俗学者 
赤坂憲雄

WEB http://www.morinohakobune.jp/

Facebook www.facebook.com/morinohakobuneart

公式サイト

9月5日（土）　13:30～17:00（フォーラム）
9月6日（日）　10:30～12:00（現地見学会）
南相馬市市民情報交流センターマルチメディアホール

講師：森誠一（岐阜経済大学教授）、稲葉修（南相馬市博物館学芸員）、
　　  五十嵐靖晃（アーティスト）
ゲスト：遠藤雄幸（川内村村長）
モデレーター：赤坂憲雄（福島県立博物館館長・森のはこ舟アート
　　　　　　　プロジェクト実行委員会委員長）

2015年
度の

プログラ
ム

決定！



『伝統野菜』
8.7㊎ 14：00～17：00  西会津中学校・多目的ホール
1時限目

『漆』
9.26 ㊏ 14：00～16：00  喜多方市上三宮遊樹館
2時限目

『狩猟』
10.17㊏ 14：00～16：00  つるのIOR I
3時限目

入場無料

morino
hakobu

ne.jp/
詳細は随

時WEB
で

 発表して
いきます

。 

お楽しみ
に！

「森のはこ舟
アートプロジ

ェクト」が

会津の森について学ぶ

“森の学校”を開校します！



※途中参加OK！雨天時は、旧楚々木分校でのアート体験となります。

スケジュール　7/28( 火 )
　 9:30 　　　　   小楚々木集会所に集合

　10:00-12:00    楚々木の川で沢遊び（講師：堀口一彦）

　12:00-13:00    昼食（楚々木集会所）

　13:00-15:00    楚々木の棚田でアート体験（講師：岩間賢）

　15:00 　　　     解散

JR喜多方駅

459

121

210

16

喜多方
警察署

消防署

喜多方
市役所

喜多方市立
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小楚々木

大楚々木

至
塩
川

至
米
沢

至
松
山

至慶徳

至押切

「楚々木の森」
体験ワークショップ

定　員：15名

対　象：小学3年生～中学生（保護者同伴可）

集合場所：楚々木集会所（喜多方市関柴町下柴字家ノ前）

参加費：2000円（昼食、保険代含む）

持ち物：かかとのある靴（水に濡れます）、替えの靴、着替え、タオル

喜多方の市街地からほんの少し離れた山あいに桃源郷のような棚田風景が見られる楚々木 (そそぎ )集落。

森の恵のあふれる場所で自然とアートをテーマにしたワークショップを実施します。

夏休みの1ページに、森の体験を加えてみませんか？

【お問い合わせ・参加申し込み】　TEL:0241-23-5188 ( 担当：五十嵐）　

【主催】つきのわ実行委員会　　【協力】森のはこ舟アートプロジェクト2015 楚々木樂舎、空のある教室　　アーツエイド東北・芸術文化支援事業

キタ美プロジェクト「喜多方　週末アートクラブ」Vol. 1

2015.7.28. 火

拡大図

楚々木分校
文

大楚々木

小楚々木

楚々木集会所至喜多方

参加者
募集中!

7/28楚々木の森体験WS開催!
2015.08.06. / Thu Sosogi Gakusya Kawaraban

主催： 福島県｜森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会
実行委員会構成団体： 喜多方市｜西会津町｜三島町｜北塩原村｜猪苗代町｜NPO法人まちづくり喜多方｜
NPOわくわく奥会津.com｜
実行委員会事務局： NPO法人ふくしまアートネットワーク
共催： 東京都｜アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
協賛： 日本たばこ産業株式会社
助成： 公益財団法人 福武財団｜公益財団法人 朝日新聞文化財団｜公益財団法人 野村財団
協力： 文化芸術による復興推進コンソーシアム

森のはこ舟アートプロジェクト喜多方WG事務局

問い合わせ

福島県喜多方市字中町2878
喜多方まちづくりセンター内
090-6482-9858(五十嵐）　　
core_mhk@kitamati.sakura.ne.jp

　楚々木に子どもを招いて、森で活動をするワークショップが
7/28（火）に開催され、子ども 7 人と大人 14 人が楚々木集落に
集まりました。天候が心配されていましたが、なんとか持ちこ
たえ、子どもたちは沢に入り、滝のぼりや魚つりを体験しました。
おとな達も、森の中で子どもに返ったように一緒に興奮してい
ました。

午後は楚々木分校での
アートワークショップ

　楚々木を舞台にしたプロジェクト「楚々木樂舎」を進めるアーティ
ストの岩間賢さんも今回アート体験の講師としてご参加。
　本年度は新潟で開催されている大地の芸術祭「越後妻有アートト
リエンナーレ 2015」にも作品を出展されています。この日は、新潟
から電車で駆けつけてくださいました！

　「楚々木樂舎」では、本年度、「楚々木の婚礼」に関するお話しをみな
さんから聞かせていただきたいと考えています。岩間さんの次回の喜多
方ご訪問は 8 月後半に予定しています。「こんな婚礼話しあるよ～」と
いう皆さんのところにお伺いさせてください！滞在中には、地域のみな
さんとの交流会を企画させていただきます。ぜひご参加ください。詳細
は後日お知らせいたします！

　楚々木集会所をお借りして昼食をいただき、午後は小楚々
木の棚田を使ったアートワークショップを予定していました
が、みなさん慣れない沢遊びでお疲れのご様子。室内での活
動に変更して、岩間さん考案の「きょうりゅうのたまごをつ
くろう」WS が実施されました。親子、友達で力をあわせて、
水に溶かした石膏を風船に流し込み固めると…。大きな恐竜
の卵が完成！失敗して割れた卵も、中から恐竜の赤ちゃんが
ひょっこりと顔を出してきそうなリアルさ。子どもたちは大
事に抱えて帰っていきました。

　浩さんの畑で、じゃがいも
掘りを体験させていただきま
した。たくさんのじゃがいも
をお土産にいただき、本当に
ありがとうございました。

岩間さんの本年度、喜多方初訪問！

　水の濁りが心配されましたが、さすが堀口さん ! 参加した子
ども全員が 1 匹の魚を釣り上げることができました。もしかし
たら子ども達がつり名人 ? 雑魚は水に返し、１匹だけを持ち帰
るためにその場で堀口さんが下処理をすませました。今では命
をいただくことを体験する場は少ないかもしれません。

魚つりに子どもたち大興奮！

楚々木の「婚礼話し」をお聞かせください！

楚々木こども市 2015 開催!
2015.11.06. / Fr i Sosogi Gakusya Kawaraban

主催： 福島県｜森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会
実行委員会構成団体： 喜多方市｜西会津町｜三島町｜北塩原村｜猪苗代町｜NPO法人まちづくり喜多方｜
NPOわくわく奥会津.com｜
実行委員会事務局： NPO法人ふくしまアートネットワーク
共催： 東京都｜アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
協賛： 日本たばこ産業株式会社
助成： 公益財団法人 福武財団｜公益財団法人 朝日新聞文化財団｜公益財団法人 野村財団
協力： 文化芸術による復興推進コンソーシアム

森のはこ舟アートプロジェクト喜多方WG事務局

問い合わせ

福島県喜多方市字中町2878
喜多方まちづくりセンター内
090-6482-9858(五十嵐）　　
core_mhk@kitamati.sakura.ne.jp

　自然の中で一日限定のお店屋さんごっこを楽しむ「楚々木こ
ども市」が 10 月 25 日 ( 日 ) に楚々木分校で開かれました。２
歳児～小学生の子どもと保護者、ボランティアの高校生とスタッ
フと約 50 人ほど集まっての体験となりました。

子どもたちの笑い声にあふれた「こども市」

　子どもたちは４つのグループに分かれて「ものづくり」を体験！
そば打ち体験（講師：五十嵐徳夫）では、水回し、練り、丸出し、四つ出し、
本伸し、切りを学びました。木工体験（講師：渡部謙一 / わたなべ木工）では、
小刀で梅の木を削ってマイ箸づくりをしました。お菓子つくり体験（講師：
五十嵐加奈子 / 食堂つきとおひさま）では、炭火で バームクーヘンをつく
り、かわいい年輪模様がたくさんできました。岩間さんは、森で拾った葉っ
ぱや小枝、ダンボールなどをつかって子どもたちとお店づくりをしました。
それぞれの場所で、子どもたちは普段できない体験を楽しんでいました！

　「楚々木樂舎」では次回、冬の楚々木での「雪道トレッキング体験」
の実施を計画しています。時期は 2016 年 2 月を予定。楚々木でしか出
来ない冬の体験の場になればと考えています。岩間さんは、前回の瓦版
でもご相談しました「楚々木の婚礼話」についてお話しを伺いに楚々木
に行く予定です。その際はよろしくお願いいたします。

　自分たちでにぎった大きなおにぎりを食べたあとは、みん
なでつくった品々をお店に並べての「こども市」を開催。品
物の値段や銀行のルールまで、子どもたちが相談して決めら
れました。葉っぱやどんぐりのお金を持ち、自分たちがつくっ
た「お箸」を買って、「そば」や「お菓子」を食べる。「こども市」
のお店は、それぞれ大繁盛！完売御礼！あっという間に時間
が過ぎ、楚々木こども市は大盛況のうちに終了しました！
　一日かぎりのお店体験でしたが、「作る」から「売る」、「買う」
までと盛りだくさんの内容は、森の自然の中での体験として
子どもたちの心に残ってくれることと思います。

　子どもたちが考えた銀行のルール。3 回じゃ
んけんをして、勝った数に応じてお金（大き
い葉っぱは 1000 円、まつぼっくりは 500 円、
小さい葉っぱは 100 円）をもらえます。

「子どもたちだけで、きちんとルールが決められるのか？」そんなスタッフ
の心配は吹き飛ばされ、子どものルールに乗っ取って大人も童心に返って「こ
ども市」に参加していました。

４つの「ものづくり」体験！

「こども市」銀行のルール！

　まだ 94 歳の渡部浩さんと一緒に森歩き。子ど
もたちは元気一杯に森の中でおいかけっこ！拾っ
てきた葉っぱやどんぐりを仕分けして、お店の装
飾に使ったり、こども市で使う硬貨や紙幣に見立
てて利用しました。

楚々木の森歩き！

次回は2月、冬の楚々木体験を実施します！

そば打ち体験 お店つくり体験

木工体験

高校生ボランティアも大活躍！

お菓子つくり体験

んごっこを楽しむ「楚々木木こ

【主催】つきのわ実行委員会

【協力】森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会

森のはこ舟アートプロジェクト 2015 パートナーシッププログラム

楚々木分校に集合

開校式、オリエンテーション

森歩き

ものづくり体験
おはしつくり、そば打ち、お菓子つくり、お店つくり

→ グループに分かれてものづくり体験します。
※昼食として、軽食 ( おにぎり ) をご用意いたします。

楚々木こども市
→ 作ったモノでお店屋さんごっこをします。

閉校式、解散

  8:50 

  9:00

  9:30 -10:30 

10:30 -13:30 
　

13:30 -15:30 

15:30　　　     

スケジュール

楚々木こども市
2015

喜多方の市街地からほんの少し離れた山あいに桃源郷のような

棚田風景が見られる楚々木 (そそぎ )集落。

森の恵のあふれる場所で、自然とアートをテーマにした

ワークショップを実施します。

自然豊かな森の中で一日お店屋さんごっこ体験

2015
10.25(日 )

定　　員 ／ 50名

対　　象 ／ 中学生以下　※保護者同伴 (応相談 )

会　　場 ／ 楚々木分校

参 加 費 ／ 1000円　※保険代含む

お問い合わせ・参加申し込み
  T E L / FAX : 0241-23-5188  ( 担当：五十嵐）
  MAIL : info@tukitoohisama.com

（喜多方市関柴町下柴字瀬戸3954-2）

写真：「森 光 水 - Natural Energy Valley MISHIMA -」（2015）

主催： 福島県｜森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会　　
実行委員会事務局： NPOふくしまアートネットワーク　　
共催： 東京都｜アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）　　
協賛： 日本たばこ産業株式会社　　
助成： 公益財団法人 福武財団｜公益財団法人 朝日新聞文化財団｜公益財団法人 野村財団　　
協力： 文化芸術による復興推進コンソーシアム

氷の動物園をつくろう！
制作方法をみんなで生み出す実験ワークショップ
ARTIST：木村崇人

2.27㊏猪苗代町

森のはこ舟 2015 
喜多方エリア 活動報告展示
ARTIST：岩間賢・稲垣立男

2.20㊏～29㊊喜多方市

森 光 水
Natural Energy Valley MISHIMA
ARTIST：逢坂卓郎

2.8㊊～14㊐三島町

幻のレストラン 西方街道 海と山の結婚式
ARTIST：EAT＆ART TARO

1.30㊏西会津×三島

西会津こども草木塔
コミュニケーションプロジェクト
草木塔、草木輪、草木子などから森をえがく
ARTIST：村山修二郎

開催中～2.14㊐西会津町



木の枝、葉っぱ、木の実などを筆の
代わりにして、大きな絵を描きます。

7月２７日（月） 9:30～11:30

京都造形芸術大学 こども芸術学科の 
学生３名 （阿部彩花さん、横江風香さん、
横山瑞華さん）が指導にあたります。

絵の具が服に飛び散る可能性があり
ます。お子様には汚れても良い服装
を着用させて登所させてくださいま
すよう、お願い致します。

当日のワークショップの様子をホーム
ページ等に掲載させて頂く場合があり
ますので、あらかじめご了承願います。

○開催日時　

○先生

○内容

○服装

○その他

西会津町では、昨年度より福島県の森林を活用した芸術文化振興事業
として「森のはこ舟アートプロジェクト」に取り組んでおり、西会津国際
芸術村を中心に、西会津町教育委員会・商工観光課及び町内NPOと連
携して西会津の自然を見つめ直す芸術・教育活動を行っております。つ
きまして、当プロジェクトの一環として京都造形芸術大学こども芸術学
科の村山修二郎先生とその生徒さんが西会津にいらっしゃることにな
り、群岡保育所の児童を対象としたワークショップを開催することとな
りました。保護者のみなさまにおかれましては、下記の開催日にはお子
様に汚れてもよい服装をご準備頂けますようお願い申し上げます。

○ワークショップ監修 
村山修二郎せんせい 
（美術家／京都造形芸術大学・こども芸術学科教員）

自然をつかって 
絵を描くワークショップ

群岡保育所 保護者のみなさまへ

×A r t  S u p p o r t  To h o k u -To k y o

開催のお知らせ

完成した作品は 
7月２８日から 
西会津国際芸術村で
展示する予定です！

京都造形芸術大学 
こども芸術学科の学生による

[主催] 福島県｜森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会 
[共催]　東京都｜アーツカウンシル東京　（公益財団法人東京都歴史文化財団） 
[協賛] 日本たばこ産業株式会社  公益財団法人福武財団  公益財団法人朝日新聞文化財団  公益財団法人野村財団　 
[協力] 文化芸術による復興推進コンソーシアム 
[問い合わせ] 森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会 西会津事務局（西会津国際芸術村） TEL 0241-47-3200 （矢部）
ホームページ morinohakobune.jp 
このプロジェクトは、森林環境税を活用しています。森林をみんなで守り育てよう。



森のはこ舟アートプロジェクト  

開催趣旨

主催
森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会

逢坂卓郎＋筑波大学CR＋芸術系村上史明研究室
NPO法人会津みしま自然エネルギー研究会

三島町教育委員会

協力
日産自動車株式会社

カラーキネティクス・ジャパン株式会社
エコ•パワー株式会社（会津若松ウィンドファーム）

一般社団法人IORI倶楽部
三島町生活工芸館

編集 ： 逢坂卓郎　村上史明　別城拓志　石田結香

御挨拶

　第二回「森のはこ舟　森・光・水」展では、三島町川井地
区の雪原に筑波大学学生が参加し、地域の美しい生態や
農耕、伝承をテーマとした光の作品を展開します。作品は
会津三島自然エネルギー研究会による水力発電とEVに蓄
電された風の自然電力により里山に光景観を投げかけま
す。緩やかに変化する神秘的な光と闇の空間を回遊し楽
しんでいただければと思います。

筑波大学特命教授　逢坂卓郎

　この展覧会では、マイクロ水力発電とストーブの熱電発
電による自然エネルギーのみを使用した光の作品を展示
しています。専用のシステムによって、日中に充電された電
力を夜間に利用し、わずかな電力を最大限に利用した光
の演出が行われています。高輝度LEDによる光の演出を
18名の大学生が考案し、三島町の方々との協働作業に
よって展覧会を実現することができました。学生達の柔軟
な発想による光の作品をご高覧いただきたく、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

筑波大学芸術系　村上史明

会期
２０１６年２月８日 (月) ～２月１４日 (日)

１７：３０ ～ ２０：３０

会場
三島町川井地区

森のはこ舟アートプロジェクト2015 

森  光  水
Natu r a l  E n e r g y  V a l l e y  M I SH IMA

四季折々に豊かな表情を見せる森は、多くのめぐみ

を与えてくれる命の泉です。 森は、山、里、海、そして

人の心の豊かさを生み育ててきました。

人々は、森から糧を得、器を家を造ってきました。 森

は、恐れ崇める場であり、安らぎの場でもありました。

浜辺の松林、里山の広葉樹林、奥羽山脈のブナ林。 

はま、なか、あいづの森が県土の７割を占める

福島は、森のくにです。

東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の

事故により、福島県は大きく傷つけられました。 大量

の放射性物質が拡散し、多くの人々はふるさとを離れ、

今も将来への不安を抱えながら暮らしています。

私たちは、福島再生のために、美しい自然と人々が愛

しみ育ててきた豊かな森林文化をテーマとした新た

なアートプロジェクトを展開し、未来へ希望を発信す

るとともに未来に向かう福島のイメージの創造を

目指します。

お問い合わせ
森のはこ舟アートプロジェクト　三島町×西会津町×EAT & ART TARO
三島町エリア：090-3345-3043 ／ god_garden@hotmail.com　（担当　三澤）
西会津町エリア：0241-47-3200 ／ morinohakobune.nishiaizu@gmail.com( 担当：鈴木 )

[ 主催 ] 福島県｜森のはこ舟アートプロジェクト実行委員会
[共催 ] 東京都｜アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
[協賛 ] 日本たばこ産業株式会社  公益財団法人福武財団  公益財団法人朝日新聞文化財団  公益財団法人野村財団　
[協力 ] 文化芸術による復興推進コンソーシアム

このプロジェクトは、森林環境税を活用しています。森林をみんなで守り育てよう。





どちらから来られましたか？
会津若松市……６人
喜多方市………７人
郡山市…………１人
伊達郡…………１人
会津美里町……１人
県外……………２人（東京、山形）

性別
男……１０人
女………７人
不明……１人

年齢
１０代……１人
２０代……１人
３０代……２人
４０代……５人
５０代……３人
６０代……１人
７０代……２人
９０代……１人
不　明……２人　

情報はどこから？
チラシ…………………２人
友人・知人・家族……9人
FACEBOOK……………４人
公式サイト……………１人
その他…………………３人
（県のイントラネット、
西会津グリーンツーリズムのブログなど）

どちらから来られましたか？
南相馬市………4人
相馬市…………2人
新地町…………１人
会津若松市……１人
喜多方市………１人
郡山市…………１人
県外……………4人（東京、宮城）

性別
男……28人
女……14人

年齢
３０代……2人
４０代……6人
５０代……3人
６０代……1人
不　明……1人

情報はどこから？
チラシ…………………5人
友人・知人・家族……8人
不明……………………1人










